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伝統的演技における発声の特徴および「発音」、そしてヒント 

2021/11■岩鶴恒義 

 

 「歌舞伎」「浄瑠璃」「能」「狂言」などの、日本の伝統的演技では、特徴的な発声（発音）が見られま

す。そのことは学生諸君も映像作品や観劇などで、ある程度は経験知があることでしょう。 

この「特徴的な発声」は、先達（せんだつ＝先輩、師匠）からの口伝（くでん）、すなわち「口伝え」

を弟子や後輩がその「口真似」をすることを基本として行われてきたと思います。実にアナログな指導

です。もちろんそのような「アナログ指導」は有益だと思いますし、現在のように「人どうしが接触す

ることを避ける必要性」を求められる状況下では貴重な機会でもあります。しかし、どんな時代でも「お

師匠様」にとっては弟子がいつまで経っても自分の思っているように発声できないので、歯痒くて、い

らいらなさることも多いだろうと思います。 

 

 「発声」とは違いますが、同じような古典芸能での「修行」の逸話をひとつ紹介します。 

私のある知り合いは長唄の囃し方（鼓や太鼓などを演奏する）のベテランですが、入門したての頃は、

ちゃんと太鼓を叩く事ができず、間違うたびに師匠に樫の木のバチで手首をしたたかに殴られることも

あったそうです。何しろ「太鼓など叩いたこともない初心者」なのですから間違うのは無理もないこと

でしょう。こんな指導では、今では大きな問題になるかも知れませんが、大昔の師弟関係では当たり前

のことだったのでしょう。昔はそのように乱暴かつ理不尽な稽古を経てプロになっていったのですね。

「非科学的」「理屈（論理）ぬき」というのが常態であり常識だったのでしょう。現在では大学を始め、

様々に丁寧に指導してくれる教育機関がありますので「その道を志す人」にとっては良い時代になった

と思います。 

一方で、その「丁寧な指導」は、言いかえれば「厳しくない指導」につながり、それではいつまで経

っても演技力、表現力が向上しないという残念な結果にもつながりかねません。私も伸び代の大きな学

生に十分な指導ができないままの状態に陥ることがあります。 

結果として「演技の授業」も一般教養的な「演技入門編」にとどめておくことになっているのも事実

です。確かに受講生が大学２年生で、演技の初心者がほとんどですし、期間も１年間だけですので、弁

解がましく「入門編で良いのだ」と自分を納得させています。しかし、ヘタに演技を経験している者よ

り、演技初心者（何かしらの演技に対する先入観はあるものの）のほうが、早くに演技の本質に触れら

れるようにも思います。演技を「技術」と捉えることは、演技の本質からは遠いように思います。 

と、言いつつこの稿で説明する「発声」は「技術」であることをお断りしておきます。 

 

さて、私は「演技」を、可能な限り「論理的」に、できれば「科学的」に解明したいと常々思ってい

ます。そうすることで多くの演技者が指導者の「感覚」や「経験」に翻弄されることのないようにした

いからです。また「論理」や「科学」という「客観的事実」は初心者にも理解しやすいと思うからです。

「演技は単にセンスや才能や経験ではなく、考えればわかるもの」にしたいというのが願いです。 

 

さて、この稿では伝統的演技における発声の「特徴」について愚考を展開してまいります。 
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【表記上の現代共通語アクセント】 

まずは「発音」上の「現代の共通語アクセント」（音の高低差）を掲示します。 

 

 

※例文は「通りゃんせ」（わらべ歌）の一節を引用しています。 

 

 4 音節語の「第２音節中高」以外のアクセントを表示することができるフレーズなので、例示するの 

に便利なフレーズでした。※上記、アクセントの表示方法については三省堂版「明解日本語アクセント辞書」に倣っ

ています。 

 

【実際のアクセントを音符で表記してみる】 

次に、以上のアクセントで実際に発音した際の音程（現代語の共通語アクセントで発音）を楽譜形式

で掲示します。 

これは私の発音を基に、「楽譜化」したものです。しかし、実際には西洋音楽的な「デジタル」ではな

く、微妙な中間音になっているのが現実でした。よって、下記の譜は大雑把な音程になっていることを

御容赦ください。使用したソフトはフリｰソフトの「おんかいくん Ver1.40」で、発音した言葉の音階を

表示してくれます。 

もちろん、もっと精密な機器を用いれば、厳密に測定することもできるのだろうとは思います。下記

は、あくまでも「例」「目安」に過ぎない事をお断り申しておきます。 

※追記ながら、私の発声は、実際には下記の音程より、１オクターブ下でした。 

 

 

 

ひとまず、上記の「現代共通語アクセント」と同じ山の形には、なっていました。ただし、そのキー

（基本的な音程）はおそらく人によって、異なると思います。これも「個性」を形成する要素なのかも

知れません。「人は皆違う」ということであり、だからこそ、「人はそれぞれに唯一無二の存在」なので

しょう。 

さて、平板（行き）、尾高（帰り）、中高（怖い）それぞれのアクセントの第一音節と第二音節の差は、

音楽的に言えば、「完全５度」（冒頭の「行
い

」と「き」、など）の幅があるようです。しかし、「頭高アク

セント」（「良
よ

」と「い」）に関しては「完全４度」の差になっているようです。すなわち、頭高アクセン

トはほかのアクセントよりは音程の幅がいささか狭いと言えます。 
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 余談ながら、アクセントの高低を指導するのに「ド、ミ」（長３度）で説明なさる先生がいらっしゃい

ます。確かにそれは非常に分かりやすい説明だと思います。ド、ミという「分かりやすい音程の差」で

説明することで、多くの人に日本語共通語アクセントの高低差が理解されやすいと言えるでしょう。た

だ、先程の「楽譜化した発声」を見ていただくと「実際の人間の発音は、もっと広い音域でなされている」と

言えるように思います。 

 

【伝統的演技の発声を真似してみた】 

 さて、次に「伝統的演技のような発声」をした場合の音程の変化を楽譜化してみます。もちろん、私

が「それらしく」発声した結果に過ぎない事をお断りしておきます。 

 

 

「行」と「き」の間は、１オクターブと長２度の差があります。 

「良」と「い」の間は１オクターブと長３度の差でした。現代語で普通に発声した時より幅が広くなる

というのは面白い結果でした。 

「帰り」の「か」と「え」、そして「り」と「は」の間には１オクターブと短３度の差があり、同様に「怖

い」の「こ」と「わ」、さらに「わ」と「い」の間も同様の差が生まれました。（以上、間違っているか

も www） 

 このような「極端な音程差」というものは、どこかにあったぞと思って振り返ってみましたら「方言

指導」の現場でよく見られることに思い当たりました。 

 

【方言指導】 

 映像ドラマや演劇では、関西地方以外の出身者である俳優Ａに「関西弁」指導をする俳優Ｂが付くケースが多くありま

す。指導の方法は、まずＢがＡのセリフを「極端な音程差」を付けて読むことから始めます。このときピッチ（セリフの

スピード）もかなり落として、ゆっくり発音します。次に、音程の高低差を少し減らし、ピッチも少し速くします。最終

的にはナチュラルなアクセント（高低差）とピッチで読みます。このように三段階くらいにわけて録音した音声をＡに渡

すのが「方言指導」の最初の段階です。Ａはそれで予習をしておき、現場での収録時にはＢが待機し、Ａに間違いや修正

箇所があれば提案します。 

 

 さて、このようにアクセントに極端な音程の高低差をつけることで、本来のアクセント型を保ちつつ、

セリフは、より「音楽的な表現」に変化します。伝統的な演技のセリフ表現は、このような音楽的な要

素を盛り込むことで可能になるのではないでしょうか。 

 現代の俳優が「伝統的演技のような発声」（歌舞伎風や狂言風など）を要求される際には、 
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「アクセントにおいて極端な音程差」を意識することが必要だと思います。 

 以上を具体的に実現するためにも「声学」などのレッスンは、音域を広げ、音感を向上させるために

有用ではないかと思います。 

  

 さて、やや話が逸れますが、五十音の「ヤ」行と「ワ」行は「連続母音」です。それぞれ「イ」、「ウ」

が先行し、それに「アイウエオ」が後続します。すなわち「イ」と「ア」を連続して発音すると「ヤ」

になり、「ウ」と「ア」を連続させた場合は「ワ」になります。 

 そう言えば先に紹介した「長唄囃子方」など

は、合いの手に「イヤー」とか「イヨー」とい

うのを発声します。 

「イーーーヤ（イ＋ア）ーーー」「イヨ（イ＋

オ）ーーーーー」 

これとは別に、「ヨ（イ＋オ）ォー、ヨ（イ＋

オ）ォー」や「ホオー、ホオー」などという合

いの手もあります。 

このように「合いの手」の「ヤ」や「ヨ」な

どの先行する母音（イやウ）をわざわざ明確に

発音しているのです。この事実に接して、私は

「伝統芸能の発音には音楽で言う【修飾音】が

あるのではないかと考えました。母音だけでな

く、子音においてもそのような修飾がなされて

いるのではないか。なぜなら、母音は長く伸ば

すことができる音ですが、子音は瞬間的に聴こ

える音なので、それを明確に発音することで

「モーラ」（音素）を際立たせようとしたので

はないかと考えたのです。 

そこでその「修飾音」を図表にしてみました。

小さい文字は文字通り「小さく」発音し、大き

な文字は普通に発音します。 

  

 右の表は先程の「仮説」に基づいて作成した

「古典的演技の発声」の基になるかも知れない

五十音図です。この図の根拠となるのは、先述

しましたように、子音の発音というのは母音に

比べて瞬間的な発声であり、それをより長く聴

衆に聞かせる意図が伝統的演技の発声で求め

られたのではないかという仮説です。 この発
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音図に基づいて、「通りゃんせ」の歌詞を書き換えると次のようになります。 

（見やすさを考慮して、異なるフォントで交互に表記しました） 

 

行  き は  良 い 良 い か え  り は  こ  わ い 

うい くい うあ いお い  いお い くあ うえ るい うあ くお うあ い 

 

 以上のような特徴的な発音に「極端な音程差」という要素を加えると「伝統的演技における特徴的な発

声らしきもの」を体現することができるのではないかと思います。 

 ただ、様式（歌舞伎、能、狂言など）によって、修飾音（上記の表では「先行音」と表示）の発音の

程度は変わることでしょう。また、これらの発声方法によって却って発音や意味の明瞭化を阻害するよ

うな場合は、修飾音を発音せずに発声することも必要になるでしょう。（「良い」の「い」など） 

 また様々な伝統的演技の指導者（師匠）ごとに口伝の仕方や、大切にする要素も異なります。ただ、

この資料で説明した内容を練習することで、そのような「口伝」も理解しやすくなるのではないかと思

うのです。このような資料が「古典芸能的発声を要求される現代人である俳優」の一助になれば幸いです。 

 ちなみに、私の授業を受けているある学生がこの資料に基づいて、現代戯曲のセリフを練習してみた

そうなのですが、実際の授業で実践してくれたその発声はまるで「狂言」のようになっていました。面

白い実践結果です。かの学生に感謝します。 

 

 そもそもなぜ「伝統的演技の発声」はこのような特徴を持つに至ったかと言うことについて簡単に愚

考を述べようと思います。 

 近代的な劇場ができるまでは「河原」や「板葺き」といった、音響効果など望めない空間での公演が

通常の状態であったことでしょう。声も通りにくく、拡散していたのではないかと思います。そのよう

な空間でセリフをしゃべる、あるいは歌うという場合、母音と違って、モーラを構成する「子音」はご

く短いノイズなので、そのノイズを長く発声し、観客に聞かせる必要があったのではないでしょうか。

そしてそのことから、あの特徴的な発声になったのではないかと想像する次第です。それが永年に亘っ

て「口伝」されてきたことで、ひとつの「様式」になったのではないかと推測します。 

 今回の論考で述べた「音声を楽譜化する」ということがコンピューターその他で容易かつ正確にでき

れば、「現代共通語アクセントの習得」や「伝統的演技の発声」などの習得も、容易になるかも知れませ

ん。そのようなデジタル機器やソフト（アプリケーション）の開発が実現すれば、演技者自身の技術習

得にも寄与しますし、お師匠様や方言指導者のイライラも少しは軽減できるかも知れません。 

 いつの日か、「発声訓練」や「演技訓練」がデジタル技術によって効率化、数値化、論理化され、それ

が、より良い表現者の育成につながることを願って止みません。 

しかし、あらゆる表現のベースは、いずれにしても、あくまで「人間の心」だと思います。 


